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に
よ
る
と
約
８
４
９
万
戸
、
空
家
率
は

13･

6
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

美
浜
町
に
お
い
て
も
平
成
27
年
度
よ
り

｢

空
家
等
実
態
調
査｣

を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
時
点
で
、
町
内
に
３
０
５
件

の
空
家
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

空
家
と
な
っ
た
家
屋
の
中
に
は
、
利
活

用
や
解
体
等
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
緩
や

か
に
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

全
国
の
空
家
数
は
、
総
務
省
の｢

平

成
30
年
住
宅･

土
地
統
計
調
査｣

空
家
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
家
屋
に
つ
い

て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
は
、高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
が
約
１
，２
０
０
件
あ
り
、こ
れ
ら
の

世
帯
は
将
来
的
に
空
家
に
な
る
可
能
性
が

高
い｢

空
家
予
備
軍｣

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
空
家
予
備
軍
は
、
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
空

家
解
消
の
取
り
組
み
に
加
え
、
空
家
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
は
、

現
状
の
空
家
だ
け
で
な
く
、
今
後

町
の
空
家
対
策

空
家
を
解
消･

抑
制
す
る
た
め
に
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高齢者のみの世帯ひとり暮らしの単身世帯
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1,179

613 633 642 671 683

■美浜町の空家数の推移

■美浜町の高齢者世帯数の推移

( 高齢者福祉基礎調査より )

(美浜町空家等実態調査より)

増
え
続
け
る
空
家

空
家
予
備
軍
も
増
加
傾
向

　近年、空家の増加が全国的に問題となっている中、美浜町においても少子高齢

化や核家族化等に伴い空家数が増加している傾向にあります。また、放置され続

けた空家が危険な状態になる等、地域では大きな問題となっています。

　空家の管理は所有者の責任です。所有者の皆さんは、将来的に空家になる

可能性のある家屋も含め、適切な管理をしていただく必要があります。

　今月号では、町をとりまく空家の状況や町の体制、活用事例、支援制度等

についてご紹介します。

空家について考えよう
特 集

　

平
成
27
年
5
月
の｢

空
き
家
対
策
特
別

措
置
法｣

の
施
行
を
受
け
、
町
で
は
平
成

28
年
6
月
に｢

美
浜
町
空
き
家
対
策
協
議

会｣

を
発
足
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
2
月
に
は
、
協
議
会
で
調
査

し
た
町
内
空
家
の
現
状
や
課
題
を
基
に
、

町
と
し
て
の
空
家
対
策
の
指
針
と
な
る

｢

美
浜
町
空
家
等
対
策
計
画｣

を
策
定
し

ま
し
た
。ま
た
、同
年
4
月
に
は｢

美
浜
町

空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例｣

を
施
行
し
、空
家
が
適
正
に
管
理
さ
れ
る

よ
う
助
言
や
指
導
等
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
か
、措
置
に
従
わ
な
い
場
合
に

行
政
が
代
わ
り
に
義
務
を
履
行
す
る｢

行

政
代
執
行｣

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

空
家
を
と
り
ま
く
町
の
動
き

　

町
で
は
平
成
28
年
11
月
に
、空
家
と
移

住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
等
を

行
っ
て
い
る｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福
井

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｣

と｢

美
浜
町
空
家
等

対
策
に
関
す
る
連
携
協
定｣

を
締
結
し
、

空
家
の
実
態
調
査
や
所
有
者
の
意
向
調

査
、
空
家
相
談
窓
口
の
運
営
等
、
官
民
連

携
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
に
よ
る
空
家
対
策

↑空き家対策協議会の様子

↑協定書を交わす山口前町長(左)と北山理事長(右)

NPO法人ふるさと福井サポートセンター (ふるさぽ )の活動
　ふるさぽでは、町と連携して ｢空家マッチングツアー ｣を開催し、空家を

探している方と空家を売却 ･貸出したい方とのマッチングを行っています。　

また、マッチングツアーの開催のほかに、空家をデータベース化するアプリ

の開発や所有者に空家の利活用の早期決断を促すサイトの開設等を手掛ける

等、空家対策の最先端で活動しています。

　ふるさぽが取り組んでいる活動は全国的に高く評価されており、令和2年

1月には ｢第 10回地域再生大賞 ｣の大賞を、令和 3年 1月には ｢ふるさ

とづくり大賞 ｣の団体表彰 (総務大臣表彰 )を受賞しました。

第18回空家マッチングツアーの参加者を募集！LINE 公式アカウントの友だち登録をお願いします

●日時　3月 7日 ( 日 )　午前 10時から

●場所　JR美浜駅集合

●対象　移住希望の方、空家利活用を検討の方

●費用　無料　※昼食が必要な方は1,000円

●申込　ふるさぽ公式 LINE または電話にて

【お問い合わせ先】
　NPO法人ふるさと福井サポートセンター
　☎050‐3565‐5782

【LINE公式アカウント】

　ふるさぽでは、LINE を活用

した情報発信を行っています。

　下記QRコードから友だち登

録をしていただき、空家に関す

る情報をご確認ください。

↑ ｢地域再生大賞 ｣授賞式の様子

～空家の管理は所有者の責任～
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空
家
を
活
用
す
る

空
家
に
対
す
る
支
援
制
度

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
。

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
、
空
家
の
可
能
性
は
無
限
大
。

■空き家情報バンクに登録を
　空き家情報バンクは、所有者の方が登録した空家情報を入居

希望者へ提供する仕組みです。

　登録された空家情報は、町ホームページで公開されており、

入居希望者の申し込みを随時受け付けています。

空家の
所有者

空き家
情報バンク

利用
希望者

情報提供

利用申し込み

登録申し込み

宅地建物取引業者

交渉 ･契約 交渉 ･契約情報交換

売りたい
貸したい

いい物件を
見つけたい

▶▶詳細情報は町HPから

■老朽化した危険な空家は解体撤去を
　町では、町内にある適切な管理が行われていない空家の解体を促進するため、老朽化して危

険な空家の解体撤去にかかる費用の一部を補助しています。

【対象となる空家】 ※①～⑦全てに該当するもの

①　特定空家若しくは準特定空家であるもの。(町特定空家等認定審査会にて認定 )

②　個人又は法人が所有するものであること。

③　所有権以外の権利が設定されていないこと。

④　�国又は地方公共団体等公的機関が行う事業の補償の対象となっていないこと。

⑤　建設業法に基づく許可を受けた者が解体撤去するものであること。

⑥　町内業者が元請として解体撤去するものであること。

⑦　�補助金の交付を受けた日から１年以内に当該土地を家族以外の者に譲渡し、又は贈与しな

いことに同意できる者が所有するものであること。ただし、借地の場合は除く。

【補助金額】
●特定空家　　対象工事費の3分の 1( 通常補助上限50万円、特殊加算上限50万円 )

●準特定空家　対象工事費の3分の 1( 通常補助上限30万円、特殊加算上限30万円 )

【お問い合わせ先】　町土木建築課(担当･後藤)　☎32‐6707

　全国的に増え続けている空家ですが、町では、行政だけでなく地域の方
が主体となって空家を活用する等、さまざまな取り組みが行われています。
ここでは、町内での空家活用事例を紹介します。

美浜への移住居住体験施設として
　町では空家を改修して、美浜にお試
し移住ができる移住居住体験施設 ｢黄
舎 ｣を山上に整備しました。
　これまでに、町外からの移住体験希
望者や就農希望者ら約580人が、黄舎
を利用して美浜町での生活を体験してい
ます。

子どもたちの実践活動の場として
　美浜西小学校では、平成 30年から
令和元年にかけて、地域の課題解決の
取り組みとして空家活用の実践を行い
ました。
　取り組みでは、町内の空家を活用し
てオープンした ｢Nishi6 かふぇ ｣ に、
子育て世代の親子を招待し、手作りの
おやつやプレゼント等を用意する等、
手厚いおもてなしが行われました。

地域のつながりを深める場として
　集落のさまざまな課題を解決するためには、日ごろから集落内での関
わりを持つことが重要と考えています。
　｢ みんなの茶ノ間八三六 ｣ は、集落の座談会で挙げられた ｢ 空家 ｣
や ｢ 住民同士の関わり ｣ 等の課題を解決するための手段として、県や
町の支援をいただいて整備しました。
　茶ノ間は、集落内外の多くの人が集い、つながりを深める場所として
活用しており、｢みんなの食堂｣や｢コミュニティカフェ(じょんかふぇ)｣
の開催、民泊の受け入れ等、さまざまな取り組みを行っています。

Before After

~interview~

Case1

Case2

Case3

整備に携わった熊谷誓成さん (上野 )

↑空家を改修して整備された ｢黄舎 ｣

↑空家を使ってオープンした ｢Nishi6 かふぇ｣

●最大 45万ポイント /戸

■空き家バンク登録住宅を購入するとポイントが！
　空き家バンクに登録された物件を購入する場合、国の ｢グリーン住宅ポイント制度 ｣を活用する

ことで、さまざまな商品等と交換できるポイントが発行されます。

【対象となる空家】
●�空き家バンクに登録されている住宅で、令和 3年 10 月 31 日までの期間内に売買契約額が

100万円 ( 税込 ) 以上の売買契約 (変更契約を除く)を締結したもの

【発行ポイント数】
※ポイントの交換対象となる商品等は3月下旬から公表予定



美浜町 緑のふるさと協力隊・地域おこし協力隊

わたしの美浜体験記
　美浜に移住した ｢緑のふるさと協力隊 ｣や ｢地域おこし協力隊 ｣の隊員が、美浜での活動記
録や体験から感じたこと等について紹介します。
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第
6
回
自然が身近な美浜町で

魚釣りに挑戦しよう！
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
、

渓
流
の
里
で
働
き
始
め
て
約
8
か
月
が
経

ち
ま
し
た
。
渓
流
の
里
に
は
一
般
の
方
や

学
校
の
子
ど
も
た
ち
等
、
多
く
の
お
客
さ

ん
が
訪
れ
ま
す
。
釣
り
体
験
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
遠
足
の
手
伝
い
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
経
験
の
中
で
、
美
浜
町
に

は
、
川
や
海
等
の
自
然
が
身
近
に
あ
る
も

の
の
、
意
外
と
釣
り
に
な
じ
み
の
無
い
方

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
魚
釣
り
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
魚
釣
り
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【今月の執筆者】

前
ま え だ

田 義
よしひろ

博 隊員
兵庫県出身。
渓流の里で働いています。
ぜひ遊びに来てください。

　

魚
種
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
魚
の
目
は
横
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
距
離
感
を
つ
か
め
る
両
目

で
の
視
野
は
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
片

目
の
視
野
や
上
下
の
視
野
は
広
い
範
囲
を

見
れ
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊

　

多
く
の
場
所
で
は
、
釣
り
を
す
る
際
の

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
と
罰
金
の
支
払
い
や
釣
り
の

禁
止
等
の
罰
則
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
耳
川
で
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
等

の
川
魚
を
釣
る
際
は
、
魚
種
や
漁
法
、
券

種
等
に
応
じ
て
遊
漁
券
を
購
入
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
禁
漁
期
間
も
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
密

漁
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

美
浜
町
に
は
渓
流
の
里
や
耳
川
等
、
渓

流
の
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
海
岸
沿
い

に
も
た
く
さ
ん
の
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
自
然
に
包
ま
れ
な
が
ら
す
る
魚
釣

り
は
何
と
も
い
え
な
い
解
放
感
や
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

釣
り
場
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
は
気

を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
手

続
き
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も

気
軽
に
釣
り
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、
美

浜
町
の
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

右
目
の
視
野

左
目
の
視
野

両目の視野

　

釣
り
に
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、
陸
か
ら

見
え
て
い
る
魚
の
目
の
前
に
仕
掛
け
を
投

げ
入
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
魚
を
警
戒

さ
せ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
突
然

目
の
前
に
物
が
降
っ
て
く
れ
ば
、
人
間
と

同
様
に
魚
も
驚
い
て
逃
げ
て
し
ま
う
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
陸
か
ら
魚
が
見
え
て
い
る

場
合
は
、
魚
が
い
る
位
置
か
ら
約
1
ｍ
手

前
に
仕
掛
け
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
釣
り
は
、
魚
を
い
か
に
騙

せ
る
か
、
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
か
が

重
要
に
な
る
の
で
、
こ
の
コ
ツ
を
意
識
し

て
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

↑�魚の視野の特徴

↑�行楽シーズンの渓流の里

魚
の
特
徴
・
釣
り
の
コ
ツ

釣
り
場
の
ル
ー
ル
を
把
握
し
よ
う

ご存知ですか？
自然の中にある美浜の彫刻

　皆さんは、町内各地に点在する彫刻作品をご存知でしょうか。
　町では、1990年に ｢美しい風景と彫刻の出会い ｣をテーマとして ｢美浜町国際野外彫刻ビ
エンナーレ ｣を開催し、町内各地のスポットにいくつかの彫刻作品を設置しました。
　彫刻展の開催から約30年が過ぎ、彫刻作品は美浜町の景色として私たちの暮らしの中にあ
ります。今月号では、町内に設置されている作品をいくつかご紹介します。

作 品 名
設置場所

立地体

山上 (国道 27号線沿い )

作 品 名
設置場所

空間のメヴィウス

レインボーライン山頂公園

作 品 名
設置場所

現前9001

菅浜 ( ダイヤ浜駐車場 )

作 品 名
設置場所

空から空

久々子 (彫刻の森 )

作 品 名
設置場所

円形のオブジェ

久々子 (彫刻の森 )

作 品 名
設置場所

構造 '89A

久々子 (彫刻の森 )

◆その他の作品

作 品 名
設置場所

ノーム (地精 ) の円柱

久々子 (彫刻の森 )
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と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ『
か
が
や
く
女

性
編
』｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
対
話
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

町
長
と
の
直
接
対
話
に
よ
り
、
町

の
現
状
や
課
題
の
共
有
、
意
見
交

換
等
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
反
映
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
で
精
力
的
に
活

動
し
て
い
る
女
性
の
方
々
と
の
対

話
が
行
わ
れ
、
子
育
て
施
策
や
女

性
の
起
業
支
援
、
男
性
の
育
児
参

加
等
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
話
の
中
で
は｢

美
浜
は
子
育

て
が
し
や
す
く
地
域
の
方
の
協
力

に
よ
り
助
か
っ
て
い
る｣

と
い
っ

た
意
見
や｢

湖
等
で
普
段
か
ら
気

軽
に
遊
べ
る
場
所
や
機
会
が
あ
れ

ば｣｢

小
規
模
な
こ
と
か
ら
で
も
起

業
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
相
談
体

制
が
あ
れ
ば
よ
い｣｢

女
性
の
社
会

進
出
だ
け
で
な
く
男
性
の
家
庭
進

出
も
重
要｣｢

人
が
常
に
集
ま
っ
て

誰
か
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば

う
れ
し
い｣

等
、
女
性
な
ら
で
は

1
月
26
日
に
、
町
民
対
話

｢

地
域“
あ
い
あ
い
”ほ
っ

↑�戸嶋町長と意見を交わす参加者ら

地域“あいあい”ほっとミーティング『かがやく女性編』を開催

■ お問い合わせ先
　町まちづくり推進課
　(担当･伊藤)
　　　☎32‐6701

の
視
点
か
ら
意
見
や
提
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
受
け
た
戸
嶋
町
長
は｢

町
に

は
他
に
は
な
い
魅
力
的
な
制
度
が

あ
る
の
で
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。
み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
、
地
域
全
体
で

見
守
る
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
話
し
ま

し
た
。

女性にとって魅力的なまちづくりを

が｢

地
域
で
確
認
！
わ
が
町
の
防

災
コ
ン
テ
ス
ト｣

で
福
井
新
聞
社

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
防
災
活
動

の
報
告
等
を
通
じ
て
、
災
害
時
の

備
え
の
点
検
や
意
識
向
上
に
つ
な

げ
て
も
ら
お
う
と｢

ふ
く
い
の
水

防
災
を
考
え
る
会｣
が
主
催
し
た

も
の
で
、
県
内
24
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
作
品
で
は
、
区
民
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
の｢

消

火
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー｣

や｢

応
急
担
架

リ
レ
ー｣

、
区
全
体
で
の
自
主
防

災
訓
練
、
敦
賀
市
立
看
護
大
学
と

郷
市
区
民
で
つ
く
る
防
災
組

織
の
郷
市
区
自
主
防
災
会↑�活動を画用紙にまとめた応募作品

郷市区自主防災会が
｢わが町の防災コンテスト｣の福井新聞社長賞を受賞

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　(担当･田村)
　　　☎32‐6716

大野市職員が町を訪れ除雪機の返却と謝意を述べる

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　(担当･田村)
　　　☎32‐6716

の
連
携
等
、
郷
市
区
が
実
施
し
て

い
る
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
防
災

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

同
賞
の
受
賞
に
あ
た
り
、
自
主

防
災
会
の
井
村
秀
雄
さ
ん
は｢

郷

市
区
の
防
災
活
動
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら

の
防
災
に
対
す
る
ご
理
解
と
防
災

訓
練
や
研
修
等
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
で

す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
野
市
の
川
端
秀
和
企
画
総
務

部
長
ら
市
職
員
4
名
が
町
役
場

を
訪
れ
、
貸
し
出
し
て
い
た
小

型
除
雪
機
の
返
却
と
大
雪
被
害

へ
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
月
に
発
生
し
た
嶺
北
を
中
心

と
す
る
大
雪
に
よ
り
、
大
野
市
で

は
市
街
地
で
最
大
１
８
０
㎝
の
積

雪
が
あ
り
、
物
流
や
交
通
機
関
が

ま
ひ
す
る
等
、
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
で
は
、
原

子
力
災
害
時
の
町
の
広
域
避
難
先

で
あ
る
大
野
市
に
対
し
て
、
除
雪

機
の
貸
与
や
支
援
物
資
の
提
供
等

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

2

　

川
端
企
画
総
務
部
長
は｢

除
雪

機
が
足
り
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で

助
か
っ
た
。
お
借
り
し
た
小
型
除

雪
機
は
小
回
り
が
利
き
、
市
営
住

宅
や
観
光
施
設
等
の
除
雪
に
活
躍

し
た
。
心
温
ま
る
き
め
細
や
か
な

支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す｣

と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

わ
ず
か
な
支
援

し
か
で
き
な
か
っ
た
が
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
良
か
っ
た
。
今
後
も
互

い
に
連
携
や
つ
な
が
り
を
深
め
、

災
害
時
等
の
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

月
4
日
に
、
1
月
の
大

雪
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

↑町を訪問した大野市職員の皆さん

↑戸嶋町長に謝意を伝える川端企画総務部長(左)

1月の大雪被害への支援に感謝

↑�自主防災訓練での土のう作りの様子

■ お問い合わせ先
　町教育委員会事務局
　(担当･荒木)

☎32‐6709

発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て｢

福
井

新
聞
ス
ポ
ー
ツ
賞
功
労
賞｣

を
受

賞
さ
れ
た
田
邉
義
郎
さ
ん(

久
々

子)

が
町
役
場
を
訪
れ
、受
賞
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
邉
さ
ん
は
、
現
在
福
井
県

ボ
ー
ト
協
会
の
理
事
長
を
務
め
て

い
る
ほ
か
、
過
去
に
は
町
ボ
ー
ト

協
会
の
会
長
や
町
民
レ
ガ
ッ
タ
の

実
行
委
員
長
等
も
務
め
ら
れ
、

ボ
ー
ト
競
技
の
振
興･

発
展
に
寄

与
し
、
多
く
の
功
績
を
残
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

2

　

田
邉
さ
ん
は｢

今
年
は
、東
京
五

輪
や
国
体
、北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

等
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、選
手
と
も
ど
も
頑
張
っ
て

い
る
。今
後
も
ボ
ー
ト
競
技
の
発

展
の
た
め
に
普
及
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
戸
嶋
町
長
は
、

｢

田
邉
さ
ん
に
は
、ボ
ー
ト
競
技
が

マ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
頃
か
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
立
場
で
尽
力
し
て
い
た
だ

い
た
。こ
れ
ま
で
の
活
動
が
、県
や

町
の
ボ
ー
ト
競
技
で
の
素
晴
ら
し

い
成
績
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
う｣

と
話
し
ま
し
た
。

月
6
日
に
、永
年
に
わ
た

り
福
井
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の

↑戸嶋町長に受賞を報告する田邉さん (右 )

県ボート協会理事長の田邉義郎氏が
第58回福井新聞スポーツ賞功労賞を受賞


